
令和３年度 第１回（書面協議） 

由利本荘市地域公共交通活性化再生協議会 

 

 

 

～  書面協議 案件一覧  ～ 

 

 

１ 報 告 

 

   報告第１号 令和２年度 由利高原鉄道（株）実績報告並びに 

         令和２年度 由利本荘市コミュニティバス等運行実績報告について 

 

 

 

２ 議 事 

 

   議案第１号 令和２年度 地域公共交通活性化再生協議会事業報告について 

 

   議案第２号 令和２年度 地域公共交通活性化再生協議会決算承認について 

 

   議案第３号 令和３年度 地域公共交通活性化再生協議会予算（案）について 

 

   議案第４号 公共交通空白地有償運送の登録更新について 

 

   議案第５号 岩城地区「岩城線」の路線変更について 

 

   議案第６号 令和４年度 生活交通確保維持改善計画（案）について 

- 1 -



【委員】

区分 所属 職名 氏名（委員名） 備考

１号 由利本荘市 市長 湊 貴 信

２号 東日本旅客鉄道株式会社秋田支社 総務部長 酒 井 宏 彰

由利高原鉄道株式会社 代表取締役社長 萱 場 道 夫

羽後交通株式会社 取締役社長 齋 藤 善 一

一般社団法人秋田県ハイヤー協会 本荘由利支部長 小 石 和 弥

秋田県由利地域振興局 建設部長 京 谷 仁 美

３号 由利本荘警察署 署長 若 月 浩 志

国土交通省東北運輸局 鉄道部長 齊 藤 仁 伸

国土交通省東北運輸局 秋田運輸支局長 五 十 嵐 誠

秋田県観光文化スポーツ部 交通政策課長 小 松 勝 統

秋田県由利地域振興局 総務企画部長 佐 藤 功

由利本荘市商工会 会長 佐 藤 久 美

由利本荘市観光協会 会長 村 岡 淑 郎

秋田しんせい農業協同組合 代表理事組合長 小 松 忠 彦

一般社団法人由利本荘医師会 会長 渡 邊 廉

由利本荘市教育委員会 教育長 秋 山 正 毅

由利本荘市校長会 会長 田 口 良 徳

由利本荘市ＰＴＡ連合会 会長 小 番 正 和

由利本荘・にかほ地域生徒指導研究推進協議会 高校部会長 熊 澤 耕 生

由利本荘市身体障害者協会 会長 三 浦 良 明

由利本荘市婦人団体連絡協議会 会長 土 田 典 子

由利本荘市老人クラブ連合会 会長 前 川 侔

公益社団法人由利本荘青年会議所 理事長 鈴 木 賢 幸

鳥海山ろく線運営促進連絡協議会 会長 佐 藤 久 美

由利本荘市企画財政部 部長 高 橋 重 保

本荘地域公共交通利用者 菅 原 真 理

矢島地域公共交通利用者 菅 原 賢 一

岩城地域公共交通利用者 川 上 幸 一

令和 ３ 年度

由利本荘市地域公共交通活性化再生協議会（書面協議）
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【委員】 （※備考欄の職氏名は本日の代理出席者）

区分 所属 職名 氏名（委員名） 備考

３号 由利地域公共交通利用者 多 田 厚

大内地域公共交通利用者 菊 地 洋

東由利地域公共交通利用者 長 谷 山 博 昭

西目地域公共交通利用者 鷹 島 恵 一

鳥海地域公共交通利用者 高 橋 荘 一

秋田大学 准教授 日 野 智

秋田県立大学 准教授 星 野 満 博

【事務局：地域振興課及び各総合支所】

職名 氏名

課長 佐 藤 弘 幸

班長 伊 藤 善 裕

主事 平 澤 裕 一 郎

主査 佐 々 木 茜

主事 澤 田 啓 吾

主事 伊 藤 佑

主査 小 助 川 健 志

主査 長 澤 辰 徳

主事 阿 部 林 太 郎

主席主査 豊 島 隆 浩鳥海総合支所 市民サービス課 振興班

矢島総合支所 市民サービス課 振興班

岩城総合支所 市民サービス課 振興班

由利総合支所 市民サービス課 振興班

大内総合支所 市民サービス課 振興班

東由利総合支所 市民サービス課 振興班

企画財政部 地域振興課

所属

西目総合支所 市民サービス課 振興班
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令和 ２ 年度 由利高原鉄道（株）実績報告並びに 

令和 ２ 年度 由利本荘市コミュニティバス等運行実績報告について 

 

 

１．由利高原鉄道 

 市の助成額：98,134,773 円（前年度 97,441,898 円） 

  【内  容】由利高原鉄道㈱の運営費として、前年度（令和元年度）の経常損失額を補

填する補助金 

        ※うち県補助額＝18,000,000 円（上限） 

 

 

２．コミュニティバス 

 運行経費 ：127,056,418 円（前年度 127,608,260 円） 

  【実施地域】市内全８地域（本荘、矢島、岩城、由利、大内、東由利、西目、鳥海） 

  【実施形態】市街地内の循環バスのほか各集落と診療所、商業施設、公共施設などを結

ぶ定時定路線型運行（一部定時定路線型予約運行あり） 

        ※うち国庫補助 15,191,000 円、県補助額 23,837,000 円 

        ※コミュニティバスの乗車実績参照 

 

 

３．羽後交通路線バスへの補助金 

 市の助成額：111,301,000 円（前年度 108,478,000 円） 

  【実施地域】市全域 

  【実施形態】生活バス路線の運行にかかる経費の赤字の補填として、バス事業者に対し

て支払う補助金 

        ※うち県補助額＝2,408,000 円 

 

 

４．運転免許自主返納者支援制度 

 市の負担額：261,600 円（前年度 267,300 円） 

  【実施地域】市全域 

  【実施内容】高齢者の事故防止を図るため、運転免許証自主返納者にコミュニティバス

運賃の半額を支援 

  

報告第１号 
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（参考）上記１～４の経費、補助金等の集計 

項 目 

Ａ． 

市が負担する 

運行に係る経費 

（１～４の合計額） 

Ｂ． 

国・県補助金 

 

 

Ｃ． 

運 賃 収 入 

 

 

Ｄ． 

市が負担する 

実 質 経 費 

（Ａ－Ｂ－Ｃ） 

鉄 道 98,134,773 18,000,000 － 80,134,773 

バ ス 238,619,018 41,436,000 9,067,660 188,115,358 

合 計 336,753,791 59,436,000 9,067,660 268,250,131 

（参考） 「Ｂ 国・県補助金」の他、「地方バス路線運行維持対策費」として 

特別交付税（一般財源扱い）が 150,412,000 円参入されている。 

（上記「Ｄ」－特別交付税＝117,838,131 円） 
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由利高原鉄道㈱　第３７期実績報告（R2.4月～R3.3月分）

○輸送人員

矢島 前郷 本荘 本社扱い 普通計 ワンマン

令和元年度(36期) 11,141 3,555 17,885 2,335 34,916 5,801

令和２年度(37期) 9,515 1,890 10,864 2,005 24,274 5,316

対前年差 Δ1,626 Δ1,665 Δ7,021 Δ330 Δ10,642 Δ485

対前年比 85.4% 53.2% 60.7% 85.9% 69.5% 91.6%

○運輸収入

矢島 前郷 本荘 本社扱い 普通計 ワンマン

令和元年度(36期) 5,357,983 1,153,602 7,992,653 896,679 15,400,917 1,658,760

令和２年度(37期) 3,465,900 636,217 3,782,755 3,313,717 11,198,589 1,523,102

対前年差 Δ1,892,083 Δ517,385 Δ4,209,898 2,417,038 Δ4,202,328 Δ135,658

対前年比 64.7% 55.2% 47.3% 369.6% 72.7% 91.8%

※本社扱い：通販・車内販売の販売扱い

定期外

定期外
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（単位：人）

回数券 団体 通勤 通学

8,206 9,893 58,816 21,214 78,832 100,046 158,862

8,426 4,780 42,796 19,832 68,842 88,674 131,470

220 Δ5,113 Δ16,020 Δ1,382 Δ9,990 Δ11,372 Δ27,392

102.7% 48.3% 72.8% 93.5% 87.3% 88.6% 82.8%

（単位：円）

回数券 団体 通勤 通学

3,184,740 4,135,098 24,379,515 3,943,931 11,771,836 15,715,767 40,095,282

3,285,461 4,196,175 20,203,327 3,694,003 9,497,762 13,191,765 33,395,092

100,721 61,077 Δ4,176,188 Δ249,928 Δ2,274,074 Δ2,524,002 Δ6,700,190

103.2% 101.5% 82.9% 93.7% 80.7% 83.9% 83.3%

総合計定期外計
定期

定期計

定期外計
定期

定期計 総合計

報告第１号

- 7 -



令和 ２ 年度　由利本荘市コミュニティバスの乗車実績

対象期間：令和２年４月～令和３年３月

下段（）内は令和元年乗車実績

運行便数 乗車人数 運行便数 乗車人数

（便） （人） （便） （人）

① ② ②／① ③ ④ ④／③

3,013 10,611 3.5 

(3,005) (12,064) (4.0)

3,017 9,936 3.3 

(3,005) (12,271) (4.1) 7,388 22,237 3.0 

672 887 1.3 (7,375) (25,806) (3.5)

(665) (752) (1.1)

686 803 1.2 

(700) (719) (1.0)

292 47 0.2 292 47 0.2 

(292) (76) (0.3) (292) (76) (0.3)

1,458 4,545 3.1 

(1,440) (5,102) (3.5)

1,458 3,987 2.7 

(1,428) (4,201) (2.9) 3,696 9,531 2.6 

588 745 1.3 (3,630) (10,278) (2.8)

(564) (787) (1.4)

192 254 1.3 

(198) (188) (0.9)

3,904 8,731 2.2 

(3,920) (11,092) (2.8)

3,350 4,686 1.4 9,006 15,305 1.7 

(3,348) (5,882) (1.8) (8,996) (19,329) (2.1)

1,752 1,888 1.1 

(1,728) (2,355) (1.4)

1,715 2,221 1.3 

(1,708) (2,274) (1.3)

1,036 911 0.9 2,910 3,420 1.2 

(1,001) (1,025) (1.0) (2,889) (3,587) (1.2)

159 288 1.8 

(180) (288) (1.6)

2,630 2,353 0.9 2,630 2,353 0.9 

(2,600) (2,695) (1.0) (2,600) (2,695) (1.0)

3,884 4,786 1.2 

(3,876) (6,521) (1.7)

194 372 1.9 

(182) (446) (2.5)

2,548 1,814 0.7 9,277 8,441 0.9 

(2,539) (2,342) (0.9) (9,429) (10,715) (1.1)

1,205 404 0.3 

(1,416) (591) (0.4)

1,446 1,065 0.7 

(1,416) (815) (0.6)

35,199 61,334 1.7 35,199 61,334 1.7 

(35,211) (72,486) (2.1) (35,211) (72,486) (2.1)

地　域 路　線　名

路線別 地域別

令和２年度
運行内容

乗車率乗車率

南沢線

岩　城

循環バス（御門町）

循環バス（八幡下）

子吉線（西地区）

子吉線（東地区）

道川北線

本　荘

矢　島 桃野線

岩城線（君ヶ野行き）

岩城線（滝俣行き）

大吹川線

東由利

西目線西　目

中田代線

高尾線

羽広－軽井沢線

大　内

八塩線

法内線

合　　　計

毎日運行（土日祝８便）
１日１２便

週２日運行
１日２便

毎日運行（土日祝５便）
１日８便

週５日運行
１日６便

週５日運行
１日６便

鳥　海

伏見笹子線

伏見笹子線（新沢平経由）

中直根線

猿倉線

皿川線

週６日運行（土曜４便）
１日１０便

毎日運行（日祝５便）
１日９循環

週２日運行
１日７便

毎日運行（土日祝８便）
１日１０便

週６日運行
１日６便

週５日運行
１日７便

週３日運行
１日７便

週２日運行（全予約制）
１日４便

週３日運行
１日２便

週５日運行
１日１２便

週３日運行
１日４便

週２日運行
１日２便

毎日運行（土日祝８便）
１日１２便

報告第１号
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0 
17

,5
89

,0
00

 
22

,4
93

,0
00

 
75

,5
21

,1
08

 

※
本
表
は
「
秋
田
県
生
活
バ
ス
路
線
等
維
持
費
補
助
金
」
対
象
期
間
で
算
定
。

合
　

　
　

　
計

路
線

数
１

７

備
　

　
　

考

令
和

元
年

度
合

計
路

線
数

１
７

国
庫

補
助

額
県

補
助

額
市

実
質

負
担

額
№

地
域

路
線

名
系 統 数

道
路

運
送

法
区

分
運

　
 行

開
始

日

報
告
第
１
号
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令和 ２ 年度 由利本荘市地域公共交通活性化再生協議会 事業報告について 

 
【協議会開催】 

  ◆令和２年４月３日通知（書面協議） 

・令和２年度鉄道軌道安全輸送設備等整備事業 

   ・鉄道事業者の収支改善計画 

  ◆令和２年６月３０日通知（書面協議） 

・令和元年度事業報告、決算並びに令和２年度事業計画、予算 

   ・令和３年度 生活交通確保維持改善計画（案） 

   ・岩城地区「岩城線」の路線変更 

  ◆令和２年１１月１１日開催 

・乗り[逢い]交通事業の実施（石脇地区「石脇新山乗合タクシー」） 

  ◆令和３年１月４日通知（書面協議） 

・令和２年度 地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統） 

に関する評価 

  ◆令和３年２月９日開催 

・新型コロナウイルス感染症対策支援事業の進捗状況 

・由利高原鉄道（株）第３７期実績報告（令和２年度）並びに 

令和２年度由利本荘市コミュニティバス等運行実績報告 

・由利本荘市地域公共交通網形成計画の実施事業等の検証 

・乗り[逢い]交通事業の実施（本荘地域石沢地区） 

・乗り[逢い]交通事業の運行範囲拡大（由利地域小菅野集落） 

・令和２年度鉄道軌道安全輸送設備等整備事業【三次補正予算】の実施 

（由利高原鉄道株式会社） 

 

 

【分科会開催】 

  ■地域公共交通活性化再生協議会分科会（令和２年１月２０日開催） 

・由利本荘市地域公共交通網形成計画（第二次）実施事業等の検証 

 

 

【事業内容】 

  ・１月の分科会で報告したとおり網形成計画に定める各種事業を推進した 

  ・特に、路線バスとコミバスの接続強化や対話会、乗り[逢い]交通導入などに注力し

て成果を得られた 

  ・由利高原鉄道の通学定期代の軽減に向けて市、鉄道両者で検討した結果、定期代の

割引きという形で試行していただき大幅な利用者増となっている 

 

議案第１号 

- 10 -



歳入総額 223,000 円

歳出増額 223,000 円

差引残額 0 円

１　歳入 （単位：円）

本年度
予算額

本年度
決算額

比較増減 摘要

1 負担金 223,000 223,000 0 由利本荘市より

2 諸収入 1,000 0 △ 1,000 

224,000 223,000 △ 1,000 

２　歳出 （単位：円）

本年度
予算額

本年度
決算額

比較増減 摘要

1 事業費 222,000 207,970 △ 14,030 
網形成計画事業の実施
分科会の開催

2 返還金 1,000 15,030 14,030 由利本荘市へ

3 予備費 1,000 0 △ 1,000 

224,000 223,000 △ 1,000 合計

令和 ２ 年度 由利本荘市地域公共交通活性化再生協議会決算書

項目

合計

項目

議案第２号
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監 査 報 告 書 
 

 

 令和２年度 由利本荘市地域公共交通活性化再生協議会の収入、支出について

監査した結果、関係諸帳簿、証票に適合し、かつ適正であることを認めましたの

で報告いたします。 

 

 

 

令和 ３ 年  月  日 

 

 

 

監査委員  
 
 

監査委員  
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歳入総額 224,000 円

歳出総額 224,000 円

差引残額 0 円

１　歳入 （単位：円）

本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減 摘要

1 負担金 223,000 223,000 0 由利本荘市より

2 諸収入 1,000 1,000 0 預金利息等

224,000 224,000 0 

２　歳出 （単位：円）

本年度
予算額

本年度
予算額

比較増減 摘要

1 事業費 222,000 222,000 0 
網形成計画事業の実施
分科会の開催

2 返還金 1,000 1,000 0 由利本荘市へ

3 予備費 1,000 1,000 0 

224,000 224,000 0 

※

※ 事業完了後に残額が生じる場合は市へ返還する（戻入処理）

令和 ３ 年度 由利本荘市地域公共交通活性化再生協議会予算（案）

合計

項目

合計

項目

１．事業費は、網形成計画（第二次）の事業推進経費並びに事業検証・検討に係る分科会開催経費

議案第３号

- 13 -



１
．

更
新

等
の

理
由

登
録

有
効

期
間

の
満

了
（

令
和

３
年

９
月

３
０

日
ま

で
）

に
伴

い
、

下
記

路
線

に
つ

い
て

更
新

を
行

う
も

の
。

２
．

更
新

登
録

期
間

　
　

　
令

和
３

年
１

０
月

１
日

～
令

和
６

年
９

月
３

０
日

（
３

年
間

）

３
．

更
新

等
路

線 皿
川

線

西
目

線

運
行

管
理

委
託

（
（

株
）

大
内

交
通

サ
ー

ビ
ス

）

運
行

管
理

委
託

（
（

株
）

大
内

交
通

サ
ー

ビ
ス

）

運
行

管
理

委
託

（
（

株
）

大
内

交
通

サ
ー

ビ
ス

）
中

田
代

線

伏
見

笹
子

線

猿
倉

線

中
直

根
線

運
行

管
理

委
託

（
佐

藤
建

設
（

株
）

）

高
尾

線

ワ
ゴ

ン
車

（
1
0
人

乗
）

羽
広

－
軽

井
沢

線

運
行

管
理

委
託

（
佐

藤
建

設
（

株
）

）

矢
島

地
域

桃
野

線

更
新

更
新

更
新

更
新

更
新

更
新

鳥
海

地
域

大
内

地
域

西
目

地
域

運
行

管
理

委
託

（
佐

藤
建

設
（

株
）

）

運
行

管
理

委
託

（
佐

藤
建

設
（

株
）

）

使
用

料
（

運
賃

）

小
学

生
大

人
（

中
学

生
以

上
）

系
統

数

（
回

数
券

）

1
1
回

券
　

　
 
2
,
0
0
0
円

　 （
通

学
定

期
券

）

中
学

生
１

ヶ
月

　
　

 
4
,
0
0
0
円

３
ヶ

月
　

 
 
1
1
,
4
0
0
円

６
ヶ

月
　

 
 
2
1
,
6
0
0
円

高
校

生
１

ヶ
月

　
　

 
4
,
8
0
0
円

３
ヶ

月
　

 
 
1
3
,
6
0
0
円

６
ヶ

月
　

 
 
2
5
,
9
0
0
円

更
新

更
新

運
行

管
理

委
託

（
（

有
）

周
防

工
務

店
）

ワ
ゴ

ン
車

（
1
0
人

乗
）

バ
ス

１
台

（
1
4
人

乗
）

バ
ス

１
台

（
1
4
人

乗
）

バ
ス

１
台

（
2
5
人

乗
）

ワ
ゴ

ン
車

（
1
0
人

乗
）

バ
ス

１
台

（
2
5
人

乗
）

ワ
ゴ

ン
車

（
８

人
乗

）

ワ
ゴ

ン
車

（
1
0
人

乗
）

路
線

名

運
行

管
理

委
託

（
（

有
）

本
荘

浜
砂

利
店

）

区
分

運
行

形
態

使
用

車
両

更
新

一
乗

車
２

０
０

円
一

乗
車

１
０

０
円

当
該

区
域

内
及

び
そ

の
縁

者
並

び
に

当
該

区
域

来
訪

者
等

の
輸

送

運
送

し
よ

う
と

す
る

旅
客

の
範

囲

交
通

空
白

地
有

償
運

送
の

「
更

新
」

に
つ

い
て

（
回

数
券

）

1
1
回

券
　

　
 
1
,
0
0
0
円

　 （
通

学
定

期
券

）

小
学

生
１

ヶ
月

　
　

 
2
,
4
0
0
円

３
ヶ

月
　

 
 
 
6
,
8
0
0
円

６
ヶ

月
　

 
 
1
2
,
9
0
0
円

1 7 2 1 5 1 2 1 1

地
域

名

議
案
第
４

号
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羽 広
土 沢

松 山

立 寄

し ゅ う じ 野

鳥 越

小 羽 広

曲 沢

中
俣

十 二 ノ 下
碇

堀 切 入
峠 ノ 沢

高 尾
中 帳

下 中 帳
上 村

新 沢
新 沢 局 前

下
川
原 加 賀 沢 入

下 滝

軽
井
沢

上
川
大
内
保
育
園

上
川
大
内
出
張
所

代
内

堀
切

下 川 大 内 保 育 園
道 の 駅 お お う ち

高
尾
海
又

中
田
代

金 崎

Ｊ Ａ 大 内 支 店

鬼
ヶ
台
ダ
ム

※
高
尾
海
又
地
区
は
デ
マ
ン
ド
（
予
約
制
）

下
村

内
山

館
ノ
下

谷
地
田

楢 渕

長
瀬
野雨
池

揚
ノ
上

岩
野
目

小
栗
山

小
栗
山
下
村

重
野
上

的
場

朴
沢

小
又

葛
岡
上
野

葛 岡

上 長 坂

下 長 坂

松 本

松 本 須 山

大 倉 沢

加
賀
沢

下 徳 沢

大 内 三 川

※
内
山
か
ら
（
旧
）
滝
温
泉
の
区
間
は
デ
マ
ン
ド
（
予
約
制
）

軽
井
沢
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

（
旧
）
滝
温
泉

見
岫

石
橋

中
田
代
郵
便

大
小
屋

板
井
沢
（
伊
藤
医
院
前
）

大 内 総 合 支 所

大 谷

大 内 中 学 校 入 口

羽 後 岩 谷 駅 前

岩 谷

岩 谷 小 学 校 入 口

大 内 総 合 支 所 前

岩 谷 郵 便 局 入 口

Ｊ Ａ 大 内 支 店

岩 谷 松 山

羽
後
交
通

（
岩
谷
線
）

コ
ミ
バ
ス

（
高
尾
線
）

コ
ミ
バ
ス

（
中
田
代
線
）

コ
ミ
バ
ス

（
羽
広
－
軽
井
沢
線
）

至
大
仙
市

至
秋
田
市

至
本
荘
地
域

平
岫
入
口

中
田
代
線

コ
ミ
バ
ス
路
線

デ
マ
ン
ド
（
予
約
制
）

高
尾
線

コ
ミ
バ
ス
路
線

デ
マ
ン
ド
（
予
約
制
）

羽
広
－
軽
井
沢
線

コ
ミ
バ
ス
路
線

デ
マ
ン
ド
（
予
約
制
）

新
規
ル
ー
ト

松 本 体 育 館

平
岫

葛 岡 西 里

及 位

自
家
用
有
償
運
送
「
路
線
図
」

大
内
地
域

【
羽
広
－
軽
井
沢
線
】

「
平
岫
」

「
葛
岡
西
里
」

「
及
位
」

へ
の
経
路
追
加
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かしわ温泉

井岡

潟保

上潟保

田高

大西目

田仲

敷森

沼田

西目小学校

きくち医院

西目駅（南口）

乙助渕

グランドファミリー

西目総合支所

西目高校校門

上高屋公民館

道の駅にしめ

海士剥公民館

中高屋公民館

海士剥

西目道の駅

上豊栄

若松町

西目高校前

西目浜山

西目中学校前

潮騒の丘

ニュータウン前

上出戸

下出戸

マックスバリュ西目店

にかほ市
自家用有償運送「路線図」

西目地域

コミバス

（西目線）

羽後交通

（本荘象潟線）
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川
辺
駅
前

小
田
住
宅
前

新
ら
町

矢
島
高
校
前

栄
町

豊
町
角

矢
島
駅
前

舘
町

郵
便
局
前

石
滝

桃
野

濁
川

柴
倉

野
際

谷
地
沢

大
谷
地

熊
之
子
沢

針
ヶ
岡

荒
沢

自
家
用
有
償
運
送
「
路
線
図
」

矢
島
地
域

寿
康
苑

新
町
角

矢
島
総
合
支
所

新
所

上
新
所

下
郷
内

道
仏
坂

至
由
利
地
域

至
鳥
海
地
域

コ
ミ
バ
ス

（
桃
野
線
）

羽
後
交
通

（
本
荘
伏
見
線
）
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拡大図①

・鳥海総合支所

・鳥 海 荘

・直根出張所

・直根公民館

上野宅

下百宅

川 熊 ∩

下才ノ神

猿倉会館前

男鹿内

根 子

楢木平

吉谷地

・直根診療所

山サキ

至 矢島、本荘方面

貝 沢

湯ノ沢

上才ノ神
宮ノ沢

長 坂

大川端 ∩

下直根

岡田代・打越
（デマンド）

・直根保育園

磯ノ沢

馬 垣

大宮内

中 村

平 根

堤 鍋

野 宅

会館前

小 川

峠ノ下

上 椿
（デマンド)

凡　 　 例

伏見笹子線

皿川線

猿倉線

中直根線

羽後交通バス路線o 

長畑・間木ノ平・新沢平経

・紫 水 館

・鳥海診療所

・鳥海郵便局

JA鳥海支店

自家用有償運送「路線図」
鳥海地域
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・道の駅

「清水の里・鳥海郷」

・笹子公民館

皿 川

針 水 ∩

中 村

・笹子診療所

福 島

模 渕

赤 倉

峠ノ沢

間木ノ平

会 館

長畑会館

拡大図①

拡大図➁

堤 鍋

福 島

至 矢島方面

至 笹子方面

至 上野宅

至 皿川方面

・道の駅

「清水の里・鳥海郷」

・笹子診療所

・笹子公民館

・笹子郵便局

由利本荘市

・矢島消防署・鳥海分署

・慈音寺

・生産物直売所

「菜らんど」

・そば処「ももや」

・鳥海診療所・鳥海総合支所

・Aコープ鳥海店

・JA秋田しんせい

笹子給油センター

・JA鳥海支店

本屋敷
拡大図②
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岩城地域「岩城線」の路線変更について 

 
（１）変更の内容  

 岩城線の一部運行経路を見直しする。 

 

変更内容 

・あきた病院バス停から道の駅（港の湯）バス停までの経路について、

国道７号線を通っていたが、内道川（川南）地域を通るルートへ変更。 

・内道川（川南）地域に２箇所バス停を増設 

・経路を、デイサービス花ちゃん⇒内道川会館⇒地蔵堂前⇒道の駅（港

の湯）⇒ あきた病院に変更 

背  景 

【内道川自治会から要望】 

内道川地域においても、高齢化が進み移動が困難な状況にある。昨年

までは、岩城地域にタクシーの営業所があり、タクシーを利用し通院等

で移動されていたが、昨年をもって廃止となり交通手段が無い状況。 

効  果 住宅が多い経路のため、利用者の増加に繋がる。 

利用見込  ５０人程度（変更ルート部分：月間） 

キ ロ 程 

・ 

所要時間 

         （キロ程）   （所要時間） 

【変更前】   ３５．２ｋｍ    ６８分 

【変更後】   ３５．４ｋｍ    ７１分 

運  賃 

・大人（中学生以上） 一律２００円 

・小学生以下     一律１００円（未就学児無料） 

（変更なし） 

便  数 

１日 ６便 

※土・日・祝日：全便運休 

年末年始（12/31～1/3）：全便運休 

（変更なし） 

停留所数 
【変更前】  ２１ヶ所 

【変更後】  ２３ヶ所  

使用車両 日野ポンチョ（２５人乗り） 

運行形態 委託 光タクシー株式会社による運行 

変 更 日 １０月１５日（金） 

議案第５号 
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「岩城線」ルート変更案 

 

 

 

 

 

 

④あきた病院 

③デイサービスセンター花ちゃん 

②岩城みなと駅 

① 岩城総合支所 

⑤道の駅（港の湯） 

国道７号 

① 岩城総合支所 

②岩城みなと駅 

③デイサービスセンター花ちゃん 

④内道川会館 

⑤地蔵堂 

⑥道の駅（港の湯） 

⑦あきた病院 

現 状 

変更案 

  ＝既存バス停 
 
  ＝新設バス停 
 
○の数はルート順です 
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生活交通確保維持改善計画（案）について 

 

 

 次の路線を、地域内フィーダー系統補助対象とし、国の支援を受けようとするもの

であり、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱第１８条で準用する第８条

の規程により生活交通確保維持改善計画策定のため、協議会の承認を求めるものであ

る。 
  

＜既掲載路線13 系統＞ 

本荘地域循環バス（2系統） 羽広-軽井沢線（3 系統） 

中田代線 道川北線 西目線 

子吉線（3 系統） 八塩線 法内線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域内フィーダー系統補助の概要】 

１ 補助要件 

 ・地域をまたがる幹線バス交通ネットワークと接続するもの 

  （又は過疎地域等で地域をまたがる幹線交通ネットワークと接続するもの） 

 ・経常赤字が見込まれるもの 

 ・新たに運行を開始するもの（みなし適用含む） 

 

２ 新規性要件のみなし適用 

 ・過去から継続している系統について、新たに運行する系統の主系統と、当該主系

統と最も運行区間が重複する既存系統を比較し、 

   ① 異なる区間のキロ程が既存系統のキロ程の 20％を超える場合 

   ② 異なる区間のキロ程が３キロ以上の場合 

  のどちらかに該当する場合は、新たに運行を開始するものとして取り扱う。 

議案第６号 
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生活交通確保維持改善計画 
（地域内フィーダー系統確保維持計画を含む） 

 
（策定年月日）令和３年６月  日 
（協議会名称）由利本荘市地域公共交通活性化再生協議会 

 
 
生活交通確保維持改善計画の名称 

 
由利本荘市地域内フィーダー系統確保維持計画 

 
 
１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 
 
 由利本荘市は、秋田県の南西部に位置し、北は秋田市、南はにかほ市、東は大仙市、横手市、

湯沢市、羽後町に接しており、面積は 1,209.60 ㎢で、秋田県の面積の 10.4％を占め、県内一の

面積を誇る。 
本市では鉄道２路線とバス 29 路線の公共交通網が形成されており、鉄道は日本海沿いにＪＲ

羽越本線が本荘、岩城、大内、西目地域および市外を、子吉川に沿って山間部を運行する由利

高原鉄道鳥海山ろく線が本荘、由利および矢島地域を結んでいる。羽後本荘駅では、これらの

鉄道路線だけでなく各種バス路線と接続しており、相互の乗り換えが可能である。また、本市

におけるバス路線は幹線を羽後交通（株）、支線を市のコミュニティバスが運行しており、中心

市街地内では循環バスも運行している。 
 これまでは、羽後交通（株）の不採算路線を市が代替運行することで路線の確保に努めてき

たが、過疎化や人口減少、高齢化の進行によって交通空白地域から公共交通の運行要望が増加

しており、新たな対応・対策が必要になってきている。 
 
 
＜地域公共交通確保維持事業により、運行を確保・維持する運行系統の概要＞ 

本荘地域循環バス ＪＲ羽越本線、地域間幹線系統「象潟線」、「急行秋田線」と羽後本荘

駅で接続する。 
道川北線 ＪＲ羽越本線、地域間幹線系統「急行秋田線」と道川駅で接続する。 
西目線 ＪＲ羽越本線、地域間幹線系統「象潟線」と西目駅で接続する。 
中田代線 ＪＲ羽越本線、地域間交通ネットワーク路線バス「岩谷線」と羽後岩

谷駅で接続する。 
羽広－軽井沢線 ＪＲ羽越本線、地域間交通ネットワーク路線バス「岩谷線」と羽後岩

谷駅で接続する。 
子吉線 ＪＲ羽越本線、地域間幹線系統「象潟線」、「急行秋田線」と羽後本荘

駅で接続する。 
八塩線 地域間交通ネットワーク路線バス「急行横手線」、「東由利線」と道の

駅東由利で接続する。 
法内線 地域間交通ネットワーク路線バス「急行横手線」、「東由利線」と道の

駅東由利で接続する。 
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２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 
 
（１） 事業の目標 

前期の「由利本荘市地域公共交通網形成計画」において、交通空白地域の解消を図るため

「地域拠点を核としたフィーダー交通の導入」を推進し、その目標を達成している。令和２

年４月に策定した次期計画である「由利本荘市地域公共交通網形成計画（第二次）」において

も「地域内幹線であるコミュニティバスの運行と維持」として地域内のフィーダー交通の運

行と維持を事業の一つとして掲げていることから、次のとおり目標を定める。 
（由利本荘市地域公共交通網形成計画（第二次）Ｐ31、32 参照） 
 
各系統の輸送人員による事業目標 

系統名 
実績 目標（年間輸送人員） 

令和 2 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 
本荘地域循環バス 20,547 人 20,000 人 20,000 人 20,000 人 

道川北線 254 人 200 人 200 人 200 人 
西目線 2,353 人 2,000 人 2,000 人 2,000 人 

中田代線 8,731 人 8,000 人 8,000 人 8,000 人 
羽広－軽井沢線 1,888 人 1,500 人 1,500 人 1,500 人 

子吉線 1,690 人 1,400 人 1,400 人 1,400 人 
八塩線 2,221 人 1,700 人 1,700 人 1,700 人 
法内線 911 人 1,000 人 1,000 人 1,000 人 

 
 
（２）事業の効果 

本荘地域循環バス 双方向運行を行うことで、待ち時間と乗り継ぎの不便さの解消を図り、

利用促進と新たな利用者の掘り起こしを含めた利用者数の増加が見込

まれる。 
道川北線 地元協議を重ね、一定の利用者が見込まれるほか、これまで直接行く

ことができなかった住民の利用ニーズの高い施設へ直接行けるように

なる。 
西目線 町内要望へ対応した運行経路の変更・延伸による、新たな利用者の掘

り起こしを含めた利用者の増加。 
中田代線 路線バスの廃止区間を補完した生活に欠かせない路線として、市のコ

ミュニティバスを運行し、補完・維持していくもので、地元協議を重

ね、地域の足の確保が図られる。 
羽広－軽井沢線 市コミュニティバス「軽井沢スクールバス線」が地域の小・中学校の

統廃合のためスクールバスへの混乗が取りやめとなり、同路線と市コ

ミバス「羽広線」を統合した路線として開設する。地元協議を重ね、

結節点である道の駅まで直接乗り入れられるようになるなど、利便性

を考慮した路線設定とダイヤ編成を行うことで、利用促進が図られる。 
子吉線 利便性を考慮した路線設定とダイヤ編成を行い、これまで直接行くこ

とができなかった利用ニーズの高い施設に行くことができるほか、他

地域へのアクセスに関する利便性が向上する。 
八塩線 これまでの路線バスの代替えとして運行することにより、地域住民の

生活の利便性を維持できるほか、フリー乗降区間を設けることでさら

なる利便性の向上に繋がる。 
法内線 通院や買い物の移動手段として一定の利用者が見込め、交通空白地域

の解消が図られる。 
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３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 
 

本市の公共交通を取り巻く状況は、人口減少や高齢化による利用者の減少のほか、市街地が

面的に広がっている地域や、山間部などでは、居住地が点在している地域があるなど状況が異

なっているため、各地域の検討委員会等で利便性向上と積極的な利用の促進を図るための対話

会を行い、市・交通事業者・地域住民が一体となり取り組む。 
また、持続可能なネットワーク形成に資するため各路線の便ごとの乗車データを収集し、利

用率の良い便や悪い便の分析を行い、よりニーズに沿ったダイヤ編成を行う。 
 
 
４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運行予定者 
 
表１のとおり。 

 
 
５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 
 

・羽後交通株式会社、光タクシー株式会社、東交通株式会社 
由利本荘市から上記運行事業者への委託料については、運行収入及び国庫補助金を運行

経費から差し引いた差額分を負担することとしている。 
・由利本荘市 

 
 
６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 
 

羽後交通株式会社 
光タクシー株式会社 
東交通株式会社 
由利本荘市 

 
 
７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

【活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 
 
 ※該当なし 
 
 
８．別表１の補助対象事業の基準二ただし書きに基づき、協議会が平日１日当たりの 

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 
【地域間幹線系統のみ】 

 
 ※該当なし 
 
 
９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に 

準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 
【地域間幹線系統のみ】 

 
 ※該当なし 
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１０．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 
   及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 
 
 ※該当なし 
 
１１．外客来訪促進計画との整合性 

【外客来訪促進計画が策定されている場合のみ】 
 
 ※該当なし 
 
１２．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 
 
表５のとおり。 

 
１３．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよう 
とする場合のみ】 

 
 ※該当なし 
 
１４．車両の取得に係る目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよう 
とする場合のみ】 

 
 ※該当なし 
 
１５．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する 

費用の負担者【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補 
助金を受けようとする場合のみ】 

 
 ※該当なし 
 
１６．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における 

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用 
した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
 
 ※該当なし 
 
１７．貨客混載の導入に係る目的、必要性 
   【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
 
 ※該当なし 
 
１８．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 
   【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
 
 ※該当なし 
 
１９．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び 
   負担額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
 
 ※該当なし 
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２０．協議会の開催状況と主な議論 
 
【由利本荘市地域公共交通活性化再生協議会】 
・平成２７年５月１９日 由利本荘市平成 28 年度生活交通確保維持改善計画を承認 
・平成２８年２月１０日 同計画の変更について承認 
・平成２８年６月２９日 由利本荘市平成 29 年度生活交通確保維持改善計画を承認 
・平成２９年６月１５日 由利本荘市平成 30 年度生活交通確保維持改善計画を承認 
・平成３０年６月２２日 由利本荘市平成 31 年度生活交通確保維持改善計画を承認 
・令和 元年６月２１日 由利本荘市令和 ２年度生活交通確保維持改善計画を承認 
・令和 ２年７月１０日 由利本荘市令和 ３年度生活交通確保維持改善計画を承認 
・令和 ３年６月  日 由利本荘市令和 ４年度生活交通確保維持改善計画を承認予定 
 
２１．利用者等の意見の反映状況 
 
・由利本荘市地域公共交通活性化再生協議会への利用者代表の参加 
・利用者目線に立ったワークショップの開催、沿線町内会や各種団体と対話会の開催 
・運行車両内において「利用者アンケート」を行いダイヤ改正に反映 
・地域の「総合支所だより」において意見や要望の募集（東由利地域） 
 
２２．協議会メンバーの構成員 
 

関係都道府県 
秋田県交通政策課長 
秋田県由利地域振興局総務企画部長 
秋田県由利地域振興局建設部長 

関係市区町村 由利本荘市長 
由利本荘市企画財政部長 

交通事業者 
交通施設管理者等 

東日本旅客鉄道株式会社秋田支社長 
由利高原鉄道株式会社代表取締役社長 
羽後交通株式会社取締役社長 
（一社）秋田県ハイヤー協会本荘由利支部長 
由利本荘警察署長 

地方運輸局 東北運輸局鉄道部長 
東北運輸局秋田運輸支局長 

その他協議会が 
必要と認める者 

由利本荘市商工会会長 
由利本荘市観光協会会長 
秋田しんせい農業協同組合代表理事組合長 
（一社）由利本荘医師会会長 
由利本荘市教育委員会教育長 
由利本荘市校長会会長 
由利本荘市ＰＴＡ連合会会長 
由利本荘・にかほ地域生徒指導研究推進協議会高校部会長 
由利本荘市身体障害者協会会長 
由利本荘市婦人団体連絡協議会会長 
由利本荘市老人クラブ連合会会長 
（公社）由利本荘青年会議所理事長 
鳥海山ろく線運営促進連絡協議会会長 
８地域の公共交通利用者 
秋田大学・秋田県立大学の准教授 

 
【本計画に関する担当者・連絡先】 
（住 所）秋田県由利本荘市尾崎１７     
（所 属）由利本荘市企画財政部地域振興課  
（氏 名）伊藤 善裕            
（電 話）０１８４－２４－６３７８     
（e-mail）tiiki@city.yurihonjo.lg.jp   
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